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JALS脂質データ解析に向けた具体的方策 

 

1. はじめに 

 本抄読会では使用データに関する説明を行ったのち、スプライン関数を用いたスムージ

ングと、プログラムによるその実行方法について発表する。 

 

2. 使用データに関して 

本研究では、TC (total cholesterol) 値、HDL-C (high-density lipoprotein cholesterol)

値、non-HDL-C (non-high-density lipoprotein cholesterol) 値、LDL-C (low-density 

lipoprotein cholesterol) 値の 4つを用いて AMI (acute myocardial infarction)のリスク推

定を行うことを目指す。解析方法としては、ノンパラメトリックなモデルを仮定し 2 つの

説明変数をスムージングすることでリスク曲面を推定する方法を用いる。 

今回使用するデータのうち、LDL-C値は Friedewald の近似式 ( LDL-C = TC – HDL-C – 

TG/5 ) によって算出される。この式は本来、空腹時に測定されたデータにのみ適用可能で

あるが、イベント数の関係からこの制約を緩めることを検討している。 

使用するデータについてまとめた資料を発表当日に配布する。 

 

3. スムージングについて 

 スムージング法の一種であるスプラインの基本的な考え方とは、( x , y ) からなるデータ

に関して、y の期待値を基底関数と呼ばれる x の関数の和で表そうとすることである。こ

の基底の数や種類、基底同士の接続点（節点と呼ばれる）の選び方などの違いによりスプ

ラインは回帰スプライン、平滑化スプライン、罰則付きスプラインといった様々な種類に

分類される。 

また基底の積や回転を考えることで、平面で考えたスプラインを 3 次元空間に拡張する

ことも可能である。この回転の考え方に基づいて編み出されたスプラインの一つである薄

板平滑化スプライン (thin plate regression splines) は、他のスプライン関数と比べ計算量

も少ないことから、JALSデータのような nの大きいデータにも適用しやすいと考えられる。 

 スプラインを扱うプログラムはSASのGAMプロシージャやTPSPLINEプロシージャ、

Rの assist, gss, SemiPar, mgcvパッケージなど数多く存在している。今回扱うデータは n

が大きく、またコントロールの人数に対してケースの人数が少ないため、プログラムによ

っては計算量が非常に多くなってしまいモデル当てはめがうまく実行出来ない。こういっ

た例として SAS の GAMプロシージャがあり、コントロールをサンプリングすれば推定が

可能であった。一方mgcvパッケージではサンプリングすることなく全データを用いて推定



をすることが出来たが、今回はデフォルトの設定でのみ解析を行ったので、今後細かい指

定の方法等を勉強し、再度推定を行いたい。 
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